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Mannheimia属菌には現在少なくとも M. haemo

lytica（Mh）、M. varigena（Mv）、M. granulo

matis（Mgr）、M. glucosida（Mgl）、M. rumin

alis（Mr）の５菌種が存在し、Mh、Mv、Mgrの３

菌種で牛への病原性が確認されている。Mh は牛

マンヘミア症の原因菌で、莢膜抗原の違いによ

り 12種類の血清型に分類され、国内では１、２、

６型が主流となっている１）。Mvは肺炎、壊死性

腸炎、敗血症、乳房炎、化膿性髄膜脳炎の原因

菌とされており、Mgrは鼻部や舌に好酸球性肉芽

腫を形成した事例や潜在性乳房炎、口腔膿瘍、

化膿性気管支肺炎からの分離事例がある。一方、

Mgl、Mrの２菌種についての病原性は不明で、家

畜の上部気道やルーメン等の常在菌と考えられ

ている２）。 

これら５菌種は市販の生化学性状検査キット

（キット）では全て Mh もしくは Mh Complex（M

h 等）と判定され、Mannheimia 属菌の菌種を正

確に同定できない。また、本県において Mannhe

imia属菌の同定がされておらず、県内の Mannhe

imia 属菌による影響を正しく評価できていな

い。そこで今回、Mannheimia 属菌について、生

化学性状並びに遺伝子検査による同定方法を検

討するとともに、国内で分離報告が多い Mh血清

型１、２、６型の遺伝子検査による型別方法を

検討したのでその概要を報告する。 

 

１ 材料及び方法  

材料：平成 30 年 11 月～令和６年１月に県内の

病性鑑定牛から分離されキットで Mh等と判定さ

れた 14株を用いた（表－１）。 

 

方法：①生化学性状検査：溶血性、ソルビトー

ル、アラビノース、エスクリン検査を実施し、

５菌種の判定基準と照合し、菌種を再同定した

（図－１）。 

 

②遺伝子検査：Mh、Mgl、Mrを識別可能な PCR検

査（Alexander ら、平成 20 年）及び Mv、Mgr を

識別可能な PCR検査（勝田ら、平成 28年）を実

施した３）、４）。 

③Mh血清型１、２、６型の型別：Mh血清型１、

２、６型を識別する PCR検査（Klimaら、平成 2

9年）により分類した５）。 



 

２ 成績 

①生化学性状検査：14 株中５株が Mh、８株が M

v、１株が Mglと同定された（表－２）。 

 

②遺伝子検査：14株中５株が Mh、８株が Mv、１

株が Mgl と同定され、生化学性状検査による同

定結果と一致していた。なお、各株間で非特異

反応は認められなかった（表－３、４）。 

 

③Mh血清型１、２、６型の型別：Mhと同定され

た５株は１型が１株、２型が２株、６型が２株

であった。なお、Mgl、Mvと同定された９株では

陽性反応は認められなかった（表－５）。 

３ まとめ及び考察 

今回、過去に Mh 等と判定されていた 14 株の

再同定を行った結果、Mhが５株、Mvが８株、Mg

l が１株と同定された。また、生化学性状によ

る同定結果と遺伝子検査による同定結果は一致

していた。Mh 血清型別については、主要血清型

３種とも浸潤していることがわかった。この内、

Mh 血清型６型については他の血清型に比較して

薬剤耐性菌の分離割合が高く、また、多剤耐性

を示す株の割合も高い傾向にあるとの報告があ

り、今後の動向に注意が必要と考える６）。遺伝

子検査による同定法は生化学性状検査による同

定と比較し、より早く判断が可能である。一方、

今回、検査に供した検体数が少ないため、地域

的特徴等の県内の傾向については今後もデータ

の蓄積が必要と考えられることから、今後も積

極的に検査を行い、本県における Mannheimia属

菌の動向の把握に努めたい。 
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